
お
知
ら
せ
伝
言
板　

  

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１
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期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試

算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ

　
釧
路
年
金
事
務
所

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
―
61
―
６
０
０
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る

た
め
、
11
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で

を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、

専
用
相
談
電
話
の
受
付
時
間
を
延

長
し
ま
す
。

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
ＴＥＬ
０
５
７
０
─
０
７
０
─
８
１
０

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
、
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
募
集
種
目
に
よ
っ
て
受

付
期
間
、
試
験
内
容
等
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
自
衛
官
候
補
生

①
試
験
日

　
11
月
18
日
㈯
、
12
月
９
日
㈯

　
試
験
会
場

　
釧
路
駐
屯
地
、
美
幌
駐
屯
地

②
試
験
日

　
11
月
19
日
㈰
、
12
月
10
日
㈰

　
試
験
会
場　
帯
広
駐
屯
地

　
◦
受
験
資
格

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　
◦
受
付
期
間　
随
時
受
付
中

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

◦
試
験
日

　
第
１
次
試
験

　
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

　
第
２
次
試
験

　
平
成
30
年
２
月
３
日
㈯

◦
試
験
会
場

　
第
１
次
試
験

　
中
標
津
総
合
文
化
会
館

　
第
２
次
試
験　
釧
路
駐
屯
地

◦ 

受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業

（
見
込
含
む
）
し
た
17
歳
未
満

の
男
子

◦ 

受
付
期
間

　

 

平
成
29
年
11
月
１
日
㈬
か
ら
平

成
30
年
１
月
５
日
㈮

■
問
合
せ

　
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　
中
標
津
地
域
事
務
所

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
72
─
０
１
２
０

11
月
30
日
㈭
は
個
人
事
業

税
第
２
期
の
納
期
限
で
す

　
納
税
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、

忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
納
税
に
は
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
合
せ

　
北
海
道
根
室
振
興
局
税
務
課

　
根
室
市
常
盤
町
３
丁
目
28
番
地

　
課
税
係

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
24
─
５
４
７
９

　
納
税
係

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
24
─
５
４
６
６

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
「
国
民
の

お
一
人
お
ひ
と
り
に
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん
定

■
実
施
期
間

　
11
月
13
日
㈪
か
ら
11
月
19
日
㈰

　
月
曜
か
ら
金
曜

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

　
土
曜
・
日
曜

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

■
相
談
担
当
者

　
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所

属
の
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
釧
路

地
方
法
務
局
職
員

■
主
催

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
機
関

　
釧
路
地
方
法
務
局
お
よ
び
釧
路

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

女
性
の
た
め
の

な
ん
で
も
相
談
所

　
根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
相
談
者
を
女
性
に
限
定
し
た

「
女
性
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
別
に

よ
る
差
別
行
為
な
ど
の
問
題
に
、

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
予
約
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
11
月
18
日
㈯

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■�

場
所

　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館

　
２
階  

視
聴
覚
室

　

 （
中
標
津
町
東
２
条
南
３
丁
目

１
番
地
１
）

■�

対
応
者

　

 

根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所

属
の
女
性
人
権
擁
護
委
員

■�

問
合
せ

　

 

根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

内
）

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
23
─
４
８
７
４

戦
没
者
遺
骨
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
で

は
、
戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

を
、
遺
留
品
等
か
ら
ご
遺
族
が
推

定
で
き
る
場
合
に
、
ご
遺
族
か
ら

の
申
請
に
基
づ
い
て
行
い
、
ご
遺

族
と
判
明
し
た
場
合
、
遺
骨
を
返

還
し
て
い
ま
す
。



お
知
ら
せ
伝
言
板　

  

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１
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11
月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
で
す

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。

　
労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業

員
の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■�

問
合
せ

　
 

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　
ＴＥＬ
０
１
１
─
７
０
９
─
２
３
１
１

　
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
42
─
９
７
１
１

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
１
月
か
ら
の
職
業
訓

練
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
電
気
設
備
技
術
科　
20
名

　
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
15
名

■�

対
象

　
電
気
工
学
科　
　
10
名

　
建
築
技
術
科　
　
５
名

　
自
動
車
整
備
科　
７
名

　

 

自
動
車
整
備
科
自
己
推
薦
（
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
35
歳

未
満
の
方
）

　
自
動
車
整
備
科　
７
名

◦
一
般
推
薦

　

 

各
科
の
募
集
定
員
か
ら
推
薦
選

考
に
よ
る
入
校
決
定
者
を
除
い

た
人
数

■
出
願
期
間

◦
推
薦
選
考

　
11
月
１
日
㈬
か
ら
11
月
20
日
㈪

◦
一
般
選
考

　
11
月
21
日
㈫
か
ら
12
月
10
日
㈰

■
選
考
日

◦
推
薦
選
考　
11
月
24
日
㈮

◦
一
般
推
薦　
12
月
15
日
㈮

■
選
考
方
法

◦�

推
薦
選
考　
面
接
（
内
申
書
ま

た
は
志
望
理
由
書
を
含
め
て
総

合
的
に
判
定
）

◦ 

一
般
選
考　
学
科
試
験
（
国
語
、

　
数
学
）
お
よ
び
面
接

■�

問
合
せ

　

 

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

学
院

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
57
─
８
０
１
１

　
FAX
０
１
５
４
─
57
─
８
０
１
３

　

 

Ｅ
メ
ー
ル　

kugisen.ll@
pref.hokkaido.lg.jp

で
す
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
に
伴

い
、
有
期
雇
用
労
働
者
が
無
期
労

働
契
約
へ
の
転
換
前
に
雇
い
止
め

と
な
る
場
合
が
増
加
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
を
避

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
無
期

転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
前
に
雇

い
止
め
を
す
る
こ
と
は
労
働
契
約

法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
望
ま
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
雇
用

の
安
定
に
伴
う
労
働
者
の
意
欲
、

能
力
の
向
上
や
優
秀
な
人
材
の
確

保
な
ど
、
無
期
転
換
の
メ
リ
ッ
ト

を
ご
理
解
い
た
だ
き
適
切
に
対
応

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■�

有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

http://m
uki.m

hlw
.go.jp/

■�

問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
部
指
導
課

　
ＴＥＬ
０
１
１
─
７
０
９
─
２
７
１
５

介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
の
ご
案
内

　
根
室
管
内
4
町
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方

を
対
象
に
「
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
程
・
内
容

　

 

通
学
研
修
は
平
成
29
年
12
月
13

　
対
象
地
域
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
で
収
容
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
骨

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族

と
思
わ
れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
厚
生
労
働
省　
社
会
・
援
護
局

　
事
業
課
調
査
第
一
係

　
ＴＥＬ 

03
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

（
内
線
３
４
８
２
）

　
電
話
受
付
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術

専
門
学
院
入
校
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　
北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
入
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
定
員

　
電
気
工
学
科　
　
20
名

　
建
築
技
術
科　
　
10
名

　
自
動
車
整
備
科　
20
名

■
就
学
期
間

　
２
年
間

■�

訓
練
諸
経
費

　

 

入
校
料
、
授
業
料
、
教
科
書
、

工
具
代
な
ど

■
募
集
・
選
考
内
容

◦
推
薦
選
考

　
学
校
長
推
薦
（
新
規
高
卒
者
）

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
登
録

を
し
て
い
る
方

■�

受
付
期
間

　
11
月
６
日
㈪
か
ら
12
月
１
日
㈮

■�

見
学
会

　
11
月
17
日
㈮
、
11
月
27
日
㈪

■
選
考
日

　
12
月
７
日
㈭

■�

訓
練
期
間

　

 

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
か
ら
６

月
29
日
㈮

■�

実
施
場
所

　

 

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー(

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧

路)

　
〒
０
８
４
─
０
９
１
５

　
釧
路
市
大
楽
毛
南
４
丁
目
５
─
57

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
57
─
５
９
３
８

　
FAX
０
１
５
４
─
57
─
８
１
３
０

■
費
用　
教
科
書
代

　
２
０
，０
０
０
円
程
度

■
申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
41
─
１
２
０
１

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
を

ご
存
知
で
す
か

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
有
期

労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通

算
5
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労
働

者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労

働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
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日
㈬
か
ら
平
成
30
年
３
月
17
日

㈪
ま
で
の
期
間
中
に
７
回
。

　

 
自
宅
学
習
は
テ
キ
ス
ト
教
材
を

も
と
に
自
宅
で
学
習
し
ま
す
。

■
開
催
場
所

　
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ　
北
見
校

　

 （
今
年
度
は
中
標
津
会
場
の
研

修
が
あ
り
ま
せ
ん)

■
受
講
申
込
日

　

 

12
月
５
日
㈫
ま
で(

土
曜
、
日

曜
は
除
く)

■
定
員

　

 

定
員
３
名　

(

定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り)

　
※ 

季
節
雇
用
者
で
4
町
に
住
民

登
録
の
方

■
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

　
無
料

■
無
料
説
明
会

　
会
場　

 

三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ　

北
見
校

　
11
月
９
日
㈭　
午
前
10
時
か
ら

　
11
月
25
日
㈯　
午
後
６
時
か
ら

　
12
月
8
月
㈮　
午
前
10
時
か
ら

　
12
月
19
日
㈫　
午
後
２
時
か
ら

■
問
合
せ
・
連
絡
先

　

 

根
室
管
内
４
町
通
年
雇
用
促
進

協
議
会

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
72
─
６
７
８
９

治
療
と
職
業
生
活
の

両
立
支
援
に
つ
い
て

　
北
海
道
地
域
両
立
支
援
推
進
チ

ー
ム
で
は
、
が
ん
、
糖
尿
病
、
肺

炎
な
ど
反
復
・
継
続
し
て
治
療
が

必
要
と
な
る
病
気
を
抱
え
な
が
ら

働
く
労
働
者
が
、
離
職
す
る
こ
と

な
く
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
「
治
療
と
職
業
生
活
の
両

立
支
援
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
疾
病
や
障
害
を
抱
え
る
労
働
者

の
中
に
は
、
仕
事
上
の
理
由
で
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
や
、
疾
病
に
対
す
る
労

働
者
自
身
の
不
十
分
な
理
解
、
職

場
の
理
解
や
支
援
体
制
不
足
に
よ

り
、
離
職
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
「
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支

援
」
は
、
会
社
の
関
係
者
、
医
療

機
関
関
係
者
、
地
域
で
支
援
す
る

関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

■�

相
談
先

　

 

北
海
道
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

　
ＴＥＬ
０
１
１
─
２
４
２
─
７
７
０
１

■�

受
付
時
間

　

 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分（
土
曜
、日
曜
、祝
日
除
く
）

■�

問
合
せ

　

 

北
海
道
地
域
両
立
支
援
チ
ー
ム

事
務
局

　

 

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
労

働
基
準
部
健
康
課

　
ＴＥＬ
０
１
１
─
７
０
９
─
２
３
１
１

　
（
内
線
３
５
６
１
）

技
能
の
ご
相
談
は

技
能
士
へ

　
「
技
能
士
」
と
は
、
厚
生
労
働

省
が
行
う
技
能
の
国
家
検
定
試
験

に
合
格
し
た
優
れ
た
技
能
者
に
与

え
ら
れ
る
称
号
で
す
。

　
11
月
は
、
国
が
定
め
た
職
業
能

力
開
発
促
進
月
間
で
あ
り
、
11
月

10
日
を
「
技
能
の
日
」
と
定
め
、

「
安
心
・
安
全
・
信
頼
で
き
る
工

事
に
技
能
士
の
活
用
を
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
技
能
尊
重
気
運
の
醸

成
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　
別
海
町
技
能
士
会

　
ＴＥＬ
０
１
５
３
─
75
─
２
８
４
４

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
の

有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か

　
証
明
用
電
気
計
器
（
子
メ
ー
タ

ー
）
と
は
、
貸
し
ビ
ル
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
で
オ
ー
ナ
ー
が
一
括
し
て

支
払
っ
た
電
気
料
金
を
各
室
の
使

用
量
に
応
じ
て
配
分
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
メ
ー
タ
ー
を
い
い
ま

す
。

　
計
量
法(

第
16
条)
で
は
、「
検

定
を
受
け
た
も
の
」、「
有
効
期
限

内
の
も
の
」
で
な
け
れ
ば
取
引
ま

た
は
証
明
に
お
け
る
計
量
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す(

第
１
７
２
条)

。

　
有
効
期
限
は
検
定
ラ
ベ
ル
等
に

表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
当
事
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
計
量
法
の
遵

守
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
計
量
法
に
よ
る
電
気
の

子
メ
ー
タ
ー
の
検
定
有
効
期
限
確

認
の
た
め
の
立
入
検
査
は
、
行
政

機
関(

各
地
方
自
治
体
の
計
量
検

定
所
、
計
量
検
査
所)

自
身
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
そ

の
他
の
機
関
が
経
済
産
業
省
や
日

本
電
気
計
器
検
定
所
の
指
導
や
委

託
等
を
受
け
て
立
入
検
査
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　
検
定
に
つ
い
て

　

 

日
本
電
気
計
器
検
定
所

　
北
海
道
支
社

　
ＴＥＬ
０
１
１
─
６
６
８
─
２
４
３
７

　
修
理
・
取
替
工
事
等
に
つ
い
て

　
釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

　
ＴＥＬ
０
１
５
４
─
23
─
１
２
８
１

お
う
ち
に
未
登
録
の

象
牙
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象

牙
の
在
庫
の
把
握
を
目
的
と
し
た

「
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り

あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法
で
す
。

未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の
方

は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。（
全
形
を
保
持
し
た
象

牙
の
み
が
登
録
対
象
。
印
鑑
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
象
牙
製
品
は
登

録
対
象
外
。）

　
な
お
、
所
有
者
死
亡
に
よ
る
近

親
者
へ
の
相
続
は
違
法
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
後
販
売

等
を
す
る
場
合
に
は
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少

野
生
動
植
物
の
登
録
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■�

連
絡
先

　

 

象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局

　
ＴＥＬ 

03
―
６
６
５
９
―
４
６
６
０

　

 （
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
）

不
動
産
登
記
Ｑ
＆
Ａ

　
高
齢
化
や
過
疎
化
の
状
況
が
進

ん
で
い
る
中
、
土
地
の
所
有
者
に

相
続
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、

ど
う
い
っ
た
手
続
が
必
要
に
な
る

か
と
い
う
問
題
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
登
記
に
関
す
る
よ
く
あ

る
質
問
と
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
今
回
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
に

つ
い
て
で
す

Q 
土
地
家
屋
調
査
士
っ
て
ど
ん
な



お
知
ら
せ
伝
言
板　

  

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１
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日時

会場
11月19日㈰

　　　野付半島ネイチャークラブ事務局
　　（野付半島ネイチャーセンター内）

TEL 0153－82－1270　FAX 0153－82－1296

午後１時から

問合せ

ラムサール条約湿地登録12周年記念行事

参加費
200円

「のつけ学」発表
他 学習発表ポスター展示

北海道大学教授　松石　　隆氏
野付小学校

野付中学校

講演「漂着からみた道東・根室海域の鯨類」

午後３時15分から

ニナ・マルカ～ケーナの調べ～

午後０時50分から
午後３時４５分まで

別海町野付半島ネイチャーセンター

地方税の申告は で!
　eLTAXは、地方税における手続きを、インターネットを利用
して電子的に行うシステムです。

eLTAXに関する、詳しい情報は
ホームページをご覧ください➡http://www.eltax.jp/
ヘルプデスクへのお問合わせ➡0570-08

 ハ イ シン コ ク

1459
eLTAXをご利用できる時間➡8：30～24：00

（土日祝、年末年始は除く。）　
一般社団法人　地方税電子化協議会

手続きは
自宅や

オフィスから

複数の地方公共
団体へまとめて

一度に送信

eLTAXの
サービスは

無料

人
Ⓐ 
土
地
家
屋
調
査
士
は
、
土
地
や

建
物
を
調
査
す
る
専
門
家
で
す
。

◦ 

土
地
、
建
物
の
所
有
者
に
代
わ

っ
て
、
表
示
に
関
す
る
登
記
の

申
請
手
続
を
し
ま
す
。

　

 

調
査
結
果
を
も
と
に
、
法
務
局

へ
提
出
す
る
登
記
申
請
書
、
図

面
な
ど
を
作
成
し
、
手
続
を
行

い
ま
す
。
土
地
、
建
物
管
理

は
、
登
記
記
録
の
表
題
部
に
そ

の
状
況
を
正
し
く
記
録
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
土
地
に
つ
い

て
は
所
在
地
番
、
地
目
、
地

積
、
建
物
に
つ
い
て
は
ど
こ
に

ど
の
よ
う
な
建
物
が
あ
る
か
を

表
題
登
記
で
確
定
し
ま
す
。

◦ 

土
地
・
建
物
に
関
す
る
調
査
・

測
量
を
し
ま
す
。

　

 

土
地
の
管
理
は
境
界
標
の
設
置

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
境
界
標
は

所
有
す
る
土
地
の
範
囲
を
確
定

し
、
土
地
売
買
、
建
物
建
築
、

宅
地
造
成
す
る
と
き
な
ど
は
、

土
地
の
境
界
が
必
要
と
な
り
、

安
全
な
取
引
は
地
積
の
測
定
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
地
積
測
量
図

は
土
地
の
所
在
位
置
、
形
状
、

面
積
を
証
明
し
ま
す
。

◦ 

土
地
境
界
に
最
も
詳
し
い
人
で

す
。

　

 

土
地
家
屋
調
査
士
が
土
地
の
測

量
を
行
う
と
き
、
隣
接
所
有
者

へ
境
界
の
立
ち
会
い
、
確
認
の

作
業
を
行
い
ま
す
。「
境
界
」

と
は
、
土
地
と
土
地
と
の
間
の

境
界
で
、
客
観
的
に
固
有
な
も

の
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
公
法

上
の
境
界
と
も
定
義
さ
れ
、

「
筆
界
」、
つ
ま
り
地
番
の
境
を

指
し
ま
す
。

■�

問
合
せ

　
釧
路
土
地
家
屋
調
査
士
会　

　
ＴＥＬ   

０
１
５
４
─
41
─
３
４
６
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 w
w

w
.kushiro-chosashi.

jp/index.htm
l

土
地
家
屋
調
査
士
受
験

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
お
知
ら
せ

　
土
地
家
屋
調
査
士
は
、
土
地
お

よ
び
建
物
の
調
査
や
測
量
を
行

い
、
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登

記
の
申
請
代
理
業
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
国
家
資
格
で
す
。

　
資
格
の
受
験
は
年
に
１
回
で
あ

る
た
め
、
土
地
家
屋
調
査
士
を
目

指
し
て
い
る
方
や
興
味
を
お
持
ち

の
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
受

験
案
内
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日

　
11
月
23
日
㈭

　
第
１
回　
午
前
10
時
か
ら
正
午

　
第
２
回　

 

午
後
１
時
か
ら
午
後

３
時

　
※
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
場
所

　

 

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

７
０
３
号
室

■
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
テ
ー
マ

◦ 

土
地
家
屋
調
査
士
っ
て
な
に
？

ど
ん
な
仕
事
？
将
来
性
は
？

◦
昨
今
の
出
題
傾
向
の
解
説

◦ 

受
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
分
析
、
解

析
な
ど

■
費
用

　
無
料

■
問
合
せ

　
釧
路
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
ＴＥＬ  
０
１
５
４
─
41
─
３
４
６
３

　国と地方にそれぞれ提出する義務のある源泉徴収票・給与支払
報告書を一括して、eLTAXで一元的に送信することができます。
　eLTAXを利用することにより、パソコンで給与支払報告書と
源泉徴収票の統一様式に１回入力していただくだけで、それぞれ
のデータが作成され、給与支払報告書のデータが市区町村に、源
泉徴収票のデータが国税庁に、提出できます。
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